
市 85
。朝日大学

朝日大学は、国際未来社会を切り開く社会牲と創造性、そして、人類普遍の人間的知性に富む人聞の育成をめざします。

。i暢匡〉
2009.4 -2016.3 

大学評価基準を満止す認定マーク

2014年度入学者選抜方法決まる
2014年度朝日大学学生募集要項が発表された。

少子高齢化社会の到来をはじめ、東日本大震災の復興支援など、高等教育をとり

まく社会環境は厳しい状況にはあるが、教育・研究・医療の質の向上をめざし教職

員全員がステークホルダーである高校生や保護者、そして地域社会の方々から「信

頼される大学づくり」に逼進する必要があることは言うまでもない。

新たな気持ちを胸に登院式を迎える歯学部5年生
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朝日大学入学試験概要が決まる

2014年度入学者選抜試験では、昨年度に引き続き各学部の入試制 してやさしい心を持つ歯科医師の養成がより一層進むこととなる。

度改革がなされ、「選ばれる大学、魅力ある大学」づくりがより一層進むこ 法学部・経営学部では、「学業奨励奨学金」、「スポーツ奨励奨学

ととなる。 金」、「修学支援奨学金」ゃ「北海道・沖縄特別奨学金」などの充実した

歯学部では、2012年度から安心して学べる学費(在学生も適用)の新 支援制度を継続実施することにより、今日のきびしい経済情勢の中だれも

体系がスタート。また、「歯科医師」という夢をかなえるための独自の奨学 が同じスタートラインに立てるよう対応することとした。

融資制度や学資借入支援奨学金制度が整備され、真の知識と技術、そ

法学部・経営学部 歯学部

法学部 経営学部
入試区分 試験日 入鼠区分 募集人員 試験日

法学科 経営学科 ビジネス企画学科

指定校 20名 15名 20名 10月27日(日) I期 10月13日(日)
15名

般 I期 10月27日(日) 3月19日(水)

10月27日(日)
推 薦

般 E期 11月30日(土)

推薦| 般日
30名 10月27日(日)

12月14日(土)

一般 E期 30名 25名 30名 12月14日(土)

スポーツ(A日程) 10月27日(日)

スポーツ(B日程) 10月28日(月) 外国人留学生 若干名 12月14日(土)

A 。 15名 10名 15名 個別に通知 帰 国生徒 若干名 12月14日(土)

※1月24日(金)
一般 l 73名

北海道・沖縄特別選抜 5名 5名 5名 10月27日(日)

※3月 4日ωo
大学入試 本学 1月24日(金)

外国人 期 12月14日(土)

留学生 若干名 若干名 若干名
E 期 2月15日(土)

センター試験 個別
帰国生徒 若干名 若干名 若干名 10月27日(日) 利用 試験 3月 4日(火)

期 1月30日(木) ※本学ほか、大阪(1期・E期)・福岡(1期)試験場を設置

般 E 期 50名 35名 50名 2月15日(土)

E 期 3月15日(土)

大学入試
期

センター試験 E 期 30名 30名 30名
本学独自の

利用
個別試験は課さない

E 期

開制主主瞳4・スポーツと就職に強い秘密を公開ー口圃逼出ー歯学部に一日体験入学

8月3日(土)・8月4日(日)・9月14日(土) 10・00~15・00 7.月25日(木)・8月22日(木) 10・∞~15屯O

スポーツ活動、就職支援、入試情報や充実の独自奨学金 模擬講義や、実際の診療環境を再現した実習室にある患者型シミュ

制度を詳しく説明します。キャンパス見学や法学部・経営 レーターで歯を削ったりするなどの実習体験が充実していま弘

学部の授業も体験できます。学食体験もあります。
9月7日(土)・10月19日(土)・11月16日(土) 14:00~16:00 

歯科の魅力や朝日大学の紹介、入試説明会、個別相談を開催します。

お問い合わせ/朝日大学入試広報室 フリーダイヤル 0120・058・327 E-mail nyuusi@alice.asahi-u.ac.jp 

、必
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「歯科医師」という夢をかなえるための独自の奨学融資制度や学 朝日大学は、独自の各種奨学支援制度を整備し、学生生活や生

資借入支援奨学金制度。真の知識と技術、そしてやさしい心を持 涯研修を万全な体制でサポートしています。

つ歯科医師の養成がより一層進む歯学部。 支援制度の詳細については、ホームページ、入試ガイド、学生募

法学部・経営学部では、今日のきびしい経済情勢の中だれもが同 集要項などでこ確認願います。

じスタートラインに立てるよう充実した奨学支援制度を整備。

歯学部

奨学融資制度

学資借入支援奨学金制度

短期海外研修制度

診療費補助制度

生涯研修事業(CE)

法学部・経営学部

学業奨励奨学金制度

スポーツ奨励奨学金制度

修学支援奨学金制度

資格取得支援制度

国際交流支援制度

奨学融資制度

学資借入支援奨学金制度

診療費補助制度

生涯研修を積極的に支援|海外から客員研究員

歯学部同窓会との連携強化

朝日大学歯学部及び明海大学歯学部が共同で実施している歯科医

師を対象とした生涯研修事業(CE)は、本年で15年目を迎えた。

2012年度までの受講者数は、7.100名を数え、受講者は日本全国各地

で地域医療の中心的な役割を担う歯科医師として活躍している。また、

近年は歯学部学生や海外からの受講生も迎えるなど、CEは教育的かっ

国際的な医療貢献活動へと発展している。

多彩なプログラム

本年度は、「クリニカルベーシックセミナー」をはじめ、いずれも歯科医師

の臨床テクニック向上につながる15分野37コースの多彩なプログラムを

予定。今後も本事業を通じて、日本や海外の臨床歯科医学の向上に貢

献していくこととなる。

CE [Continuing Dental Edu伺 tion]

臨床歯科医学向上のための生涯を通じた研修活動

詳細は URL: http://m-a-univ-ce.com 

E-mail: info@m-a-univ-ce.com 

建学の精神に基づき、海外姉妹校であるメキシコ州立自治大学から

の客員研究員JosueRoberto Bermeo Escalona氏が、宮田傭理事長

らに研究成果を報告した。

共同研究に取り組む

Josue Roberto B巴rmeo

Escalona氏は、3カ月にわた

り穂積キャンパスで歯学部

口腔病理学分野の教員と

「ヒトパピローマウイルス感

染によって発症した口腔扇

平上皮癌ウイルス遺伝子型

とその予後因子の関係」を

テーマに共同研究を実施。

帰国の挨拶にあたり、同氏

はその研究成果を宮田佑

理事長や大友克之学長に

詳しく説明を行った。

宮田情理事長らに研究成果を報告

03 
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瑞宝小綬章

を受賞

平成25年春の叙勲において、市川敏

朗名誉教授(元物理学教授)が「瑞宝小

綬章jを受章した。

この度の受章は、長年にわたる本学朝日

大学での「教育研究功労」によるものである。

朝日大学名誉教授

市川敏朗氏

丹
、

υ

t
EムハUっ“

4
L
 …ωW
M
 

C
α
 

β

m

 

u
u
e
 

h

r

 

W

G

 .歯学部登院式を実施
歯学部5年生の登院式(白衣授与式)が、学生の父母も参加し穂積

キャンパス6号館大講義室で盛大に行われた。

この登院式は、歯学部5年生が本学附属病院で参加型臨床実習を

はじめるにあたり、本格的な実習教育への第一歩を踏み出す節目として

毎年この時期に実施されている。

登院式では、はじめに全員で学歌を斉唱。磯崎篤則歯学部長の告辞

に引き続き、大友克之学長、倉知正和副学長、都尾元宣附属病院長、

永原園央教務委員長から白衣が学生代表に授与され、学生たちは登

院式を迎え歯科医師を志す気持ちを新たにした。

登院式を終え記念撮影

.医療人としての決意表明

その後、学生代表の中井啓さん

から「医療人としての自覚を持ち、真

撃に実習に取り組みます」との決意

表明があり、大友学長から学生に対

して激励の言葉が述べられ登院式

を終了した。

04 

2020年オリンピックを日本で!!
朝日大学は、東京都及ぴ東京2020オリンピック・パラリンピック招致委

員会と連携協定を締結した。

協定締結式は東京都庁で宥われ、本学からは山本英弘体育会会長、

メキ、ンコオリンピック男子ホッケー競技に出場したホッケー部部長兼監督の

長屋恭一経営学部教授、そしてアトランタオリンピック、シドニーオリンピック

女子フェンシング競技に出場したフェ

ンンング部副部長兼総監督の新井祐

子経営学部准教授が出席した。

2020年のオリンピック招致につい

て「スポーツは人々の心のエネル

ギーの1つ。五輪という世界最高のエ

ネルギーを東京で摂取できるよう、招

致活動にできる限りの支援をさせて

いただきます」というメッセージが本学

から発せられた。

2020年のオリンピック開催都市は

本年9月に決定となる。

協定省
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FD研修会を開催

.生涯学び続け、主体的に考える力を持った人材育成

歯学部では、教育活動の一環 ー「園田ー

として本年度から「アクティブ・ラー

ニング」が導入されることとなった。

今回、歯科医学教育推進セン

ターが企画し、TBL(Team-Based 

Learning:チーム基盤型学習法)
についてのFD研修会が開催され、 市Lのワークショップが開催される

神奈川歯科大学より外部講師を迎えた講演や、より実践的な研修会とな

るよう教育職員を対象としたワークショップが実施された。

歯学部では、「朝日大学が魅力ある大学になるため」に本年度から

「基礎ゼミ(1-4年)JにおいてにTBLによる教育活動が展開され「生涯

学び続け、主体的に考える力を持った人材育成」がすすむこととなる。

また、今月(7月)には、東京歯科大学学長や新潟大学歯学部長を講

師に迎え、他大学の先進的なFD推進活動の取り組みを学び、歯学部に

おける新たなFD活動の展開をめざすこととなる。

.留学生支援のあり方

また、法学部・経営学部では、「中国人留学生について」と題したFD

教員研修会が開催された。本学客員教授で、武蔵野学院大学大学院

教授の在玉林氏が講師を務めた。証氏は多年にわたり北京外国語大

学(中国)の教授として多くの学生を指導し、また日本語研究者を養成し

てきたが、その豊富な実務経験をもとに「留学生支援のあり方」について

講演が行われた。参加者たちは、講師を交え留学生支援のあり方につい

て活発な意見交換を行った。

FD [faculty devel叩1111草川] 教員の教育力を高めるための実践的手法



ゼミを通じ他大学と交流

法学部では、「劇団朝日」による裁判劇

の活動が知られているが、平田勇人教授

(法学部長)のゼミでは「模擬調停」を題

材に取り上げ、学生によるシナリオ作り、裁

判官・調停委員・弁護士・申立人・被申立

人役の配役決め、自由閥達なデイベートを

通じ「法学」を身近で等身大の学聞として 東工大の新田教授と院生が最新

学んでいる。 システムを説明

また、同ゼミでは、教育研究効果を高めるべく他大学の教員とゼミ生、法

律家、医師や救急救命士たちを積極的に招へいし授業を展開している。

「模擬調停」の授業では、東京工業大学大学院総合理工学研究科の新

田克己教授と院生らの指導のもと、学生たちは模擬調停データを「調停支援

システムJ(新田研究室が開発)で分析。何が調停で問題となり、どうすれば
解決に3ilJるのかなどコンピュータシステムを駆使し論理的に学んでいた。

虫歯予防のポスター展

I i歯と口の衛生週間Jイベント開催

歯学部附属病院及び附属村上記念病院では、「歯と口の衛生週間

(6月4日~1O日)Jに合わせ歯の健康に関する啓蒙活動を実施している。

穂積キャンパス内の附属病院では、瑞穂市内の小学校7校からポス

ターを募集し、恒例となっている「歯と口の衛生を呼びかける啓蒙ポス

ター展」を開催した。

.虫歯予防のメッセージ

小学生のポスターはどれも力作ぞろい

2013年度

小学生の描いたポスターには、口

を大きく聞け健康的な歯がそろった

絵や、「毎日歯をみがとう」と虫歯予

防などを呼びかけるメッセ」ジが添

えられた絵など、カラフルな色彩に

児童の感性豊かな表現方法がちり

ばめられていた。

エコプロジ、ェクト
朝日大学では2009年度から大友克之学長のもと、建学の精神に基

づき全学で「エコプロジェクト(地球温暖化防止策)Jを展開している。

昨年に引き続き、全国規模でのこれまで以上の省エネルギー対

策が求められていることから、2013年度エコプロジェクト「省エネル

ギー対策実施項目」を策定し、教職員・学生が一丸となり省エネル

ギー対策に取り組むこととなった。

ASAH I University News Letter 
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留学生歓迎パーティー

.海外7カ国から留学生を迎える

留学生別科日本語研修課程(4月入学生)の歓迎パーティーが10周

年記念館「花水木」で開催された。パーティーでは、大友克之学長、丸

山和美別科長をはじめとして教職員が新入生たちをあたたかく迎え、乾

杯の発声後には皆にこやかな表情で楽しく歓談していた。

ベトナム、中園、台湾、ミャンマー、ネパーJレ、韓国、トンガからの今春の

新入生32名は、これからの1年間、学部・大学院への進学をめざし、日本

語や日本文化を中心に学習するとととなる。

.総合オリエンテーション

留学生を対象とした総合オリエン

テーションが実施された。オリエンテー

ションでは、交通事故防止や防火の講

習、国民健康保険制度の解説など留 瑞穂消防署員から消火器の使用方法

学生活を送るための各種アドバイスゃ を学ぷ

説明が行われ、留学生たちは日本のJレールなどを熱心に学んだ。

彼らたちが将来日本と母国との架け橋に、また、「国際未来社会」を切

り開く人材へと育っととが切に願われる。

「沖縄県人会」開催

沖縄県人会の本年度第l回総会が穂積キャンパス内10周年記念館

カフェテリアで開催された。

今春も約50名の新入生が入会した総会には、沖縄県出身学生や教

職員ら約1印名が出席し、「朝日大学・沖縄クイズ」ゃ懇親会などを通じ交

流を深めた。

.工イサーの演舞を披露

同会では、はじめに世話役を務める大演賢一朗准教授(経営学部)

から、歓迎の言葉と県人会の趣旨などが述べられた。その後、入学式で

も大好評を博した「エイサー」の演舞が披露され、会場内には「沖縄の情

熱的な風Jが吹き込み盛り上がりをみせていた。
また、法学部でも新入生を

含む沖縄県出身者と教職員

が集い、岐阜での学生生活が

スムーズに送れるようにと懇談

会が開催され、様々な意見交

換が行われた。
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地域の防犯活動に取り組む

岐阜県暴力追放推進センターの丹羽修専務理事らが穂積キャンパス

を訪れ、学生でつくる防犯ボランティア団体「めぐるJに、防犯活動に役立
ててもらおうとのぼり旗とフラッグを贈った。

「めぐる」のメンノTーは「さっそくのぼり旗とフラッグを防犯パトロールなど

で活用し、期待に応えられるよう頑張りたい」と感謝の言葉を述べた。

2008年9月に発足し現在.35名が所属す 一一一一一一一一

る防犯団体「めぐる」は、瑞穂市や警察と連

携し地域社会の安全を守ることで、防犯パ

トロールや児童の見守り活動(防犯教室の

開催など)に日々 積極的に取り組んでいる0

.防犯アンケートを実施

「めぐる」のメンバーたちは「児童の登下校を守りたい」との思いから、瑞

穂市内の児童3.152名を対象とした防犯アンケートを実施し報告書をまとめ

た。報告書には、岐阜県警北方署織部雅夫署長からの巻頭あいさつが寄

せられており、同署をメンバーの代表が訪れ織部所長に報告書を贈呈した。

メンバーの代表は「アンケ←ト結果をもとに防犯教室の内容の充実を

はかりたい」と語った。

「みずほ10周年祭」に参加
瑞穂市合併10周年を記念した「みずほ10周年祭」が開催され、多数

の学生や教職員が参加し記念祭を大いに盛り上げた。

メイン会場となった市庁舎広場では、学部学生や留学生別科の留学

生たちがアイスクリーム、ネパールカレー、ベトナムの特産品販売などの屋

台を出庖したり、沖縄県人会のメンバーたちは「エイサーJの演舞を披

露。学生たちは来場者らとの会話やふれあいを楽しみながら地域住民と

のコミュニケーションをはかっていた。

また、「みこしフェステイパル」では、地

元の美江寺や本田地区の神輿にまじりラ

グピ一部や留学生たちが学友会所有の

神輿の担ぎ手となり、「えっき、えっき」の掛

け声勇ましく会場内を練り歩いた。

I r桜ウオーク inほづみjに協力 ラグビー部や留学生たちが神輿の
担ぎ手をつとめる

地元の穂積小学校校区わくわく活動委員会が主催する「桜ウオークin

ほづみ」が開催された。ボランティアで参加した学生たちはスタンプラリー

のポイント地点(穂積キャンパス南門付近)で、参加者へ「最後まで頑

張ってください」と声をかけながら朝日大学オリジナJレグッズ(タオル)を配

布し、大会運営をサポートした。

ラグビー

なぜ大学で学び、
なにを学ぶのか!

.大学選手権4連覇の監督が語る

大学ラグピ」選手権4連覇を成し

遂げた帝京大学ラグピ一部監督の

岩出雅之氏を講師に迎え、体育会特

別講演会が穂積キャンパス6号館大

講義室で開催された。

岩出氏は「なぜ大学で学び、なに
熱く語りかける帝京大学ラグビー部
の岩出監督

を学ぶのか!Jと題し大学スポーツ活動の意義と教育論に根ざしたチーム

づくりなどを解説、「スポーツ活動を通じ自分を成長させる4年間にしてほ

しい。できるかできないかは自分の意識次第だ」と6∞名を超える学生・教

職員に向け熱く語った。

.熱戦が繰り広げられる

今回で第12回目を迎える「朝

日大学ラグビー祭」が穂積キャ

ンパスラグビー場で約400名が

参加し開催された。

ラグビー祭では、高校や大学

熱戦が繰り広げられたラグビー祭 のラガーマン育成、岐阜県ラグ

ピーの普及と国体に向けた強化を目的とし、毎年県内外の強豪チームを

招いた招待試合や実技指導を行っている。

高校招待試合では、全国トップレベルの強豪校の東福岡高校(福岡)

と天理高校(奈良)とが、また、大学招待試合でも関西リーグトップ校の天

理大学と本学ラグビー部とが対戦し熱戦を繰り広げた。ラガーマンたちの

家族も参加した「ラグビー祭」は大いに盛り上がりを見せた。

就職セミナーを開催

岐阜都ホテルで「朝日大学春季就職セミナー」が開催された。

このセミナーは、本学学生の採用実績のある東海地区を中心とした企

業を招いて行う本学独自の就職説明会で、学生たちが自分を積極的に

企業へ売り込む場となっている。

参加企業は47社を数え、リクルートスーツ姿の約150名の4年生が内定

獲得をめざし企業ブースに足を運び、採用担当者と対面した。

.学生の高い意欲や熱意 直

1日限りの開催ではあったが、セミ : ~ 

ナー終了後の企業担当者からは、参 t 

加学生の意欲や熱意の高さに注目が

集まり、入学当初から取り組んできた就 企業ブースで採用担当者と対面

職支援活動に対する成果が大いに感じられた就職セミナーとなった。

なお、今春本学の就職内定率(最終)は97.7%となり、全国平均の

93.9%を3.8ポイント上回る結果となった。



相撲 世界大会第3位

体育会相撲部(女子)は、日本、タイ、香港

など世界18チームがエントリーする「第l回

国際女子相撲選抜堺大会J(大阪府堺市)
に出場し、みごと団体3位入賞をはたした。

同大会個人戦では、山元佳美選手(ピ 世界大会で団体3位入賞をはたす

ジネス企画3年:岐阜)が軽量級で、武内萌実選手(法4年:東京)が無差

別級でそれぞれペスト8に入る好成績を収めた。

また、「第14回全国選抜女子相撲大会J(大阪府堺市)では、野上麻
奈選手(ビジネス企画3年.富山)が重量級で堂々 の3位入賞をはたし、山

元選手は軽量級でベスト4となった。

ボウリング 「全日本選抜」で準優勝

体育会ボウリングチーム(BlueFlash)の安里秀策選手(ビジネス企画

4年:沖縄)が全日本選抜で準優勝に輝いた。

今年前半戦のピックタイトルがかかったINHK杯争奪第47回全日本選抜ボ

ウリング選手権大会J(千葉リバーレーン)で、全日本ナショナルチームの安里選

手(2010年の覇者)は、ナショナルチームのメンバーら強豪選手に投げ勝ち、予

選から決勝までの総得点ではトップに立った。しかし、優勝決定戦では惜しくも

高橋選手(岐阜)に敗れ2度目の全日本選抜タイトル獲得とはならなかった。

試合後、安里選手は、「日本代表として出場予定の8月開催の世界選

手権(アメリカ:ラスペガス)でのメダル獲得に向け、さらなるレベルアップを

はかりたい」と今後の抱負を語った。

強化指定チーム決定!!
体育会の7競技団体が12013年度強化指定クラブ」として岐阜

県体育協会から認定された。

2∞5年度から始まった強化指定制度は、昨秋みごと実を結ぴ、ぎふ清
流国体で「天皇杯・皇后杯jの獲得をはたした。県では、引き続き国民体

育大会に向けた選手強化をめざすと共に、日本代表として世界で戦うア

スリートを輩出するため、強化指定制度が継続実施されることとなった。

.競技力の向上 強化指定クラブ 11 対象

岐阜県庁大会議室におい 自転車競技 成年男子

て「競技力強化指定証jの交
(チームハイテウニ力レーシング)

付を受けた体育会各クラブ 相撲部 成年男子

は、今秋の東京国体での活 卓球部 成年男子・女子

躍、世界で戦うアスリートをめ フェンシング、部 成年男子・女子

ざし競技力の向上に取り組む ハンドボール部 成年男子
こととなる。また、本年度から

ボウリングチーム 成年男子・女子
は、新たにジュニア選手の強

化を含む「トップアスリート拠点 岐阜朝日クラブ l成年男子

クラプjの活動もスタートする。
(社会人ホッケーチーム)
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フェンシング、

学生王座に輝く

.若きフ工ンサーたち

体育会フェンシング部は「全日本学生王座決定戦」に出場し、女子ブ

ルーレとエペ種目でみごと学生王座に輝いた。また、女子サーブルでは準

優勝に、男子フルーレとサーブルでは4位の好成績を収めた。

関西学生リーグで朝日が輝く

みごとr3冠Jを達成した若きフエンサーたち

また、王座決定戦に先立ち開催された「第63団関西学生リーグ戦J(4月
-5月)では、女子が「フルーレ、サープル、エぺ」の3種目において優勝し、み

ごと13冠jを達成し総合優勝をはたした。一方、男子はフルーレとサーブル

で優勝に輝くものの、エべでは4位に止まり男女アベック総合優勝を逃した。

自転車競技

西日本選手権で、優勝ラッシュ

体育会自転車競技部は、「第33回西

日本学生選手権J(京都向日町競輪場)
に出場、みごとチームスプリント大会新記

録のタイム(1分16秒831:時速56.23km)

で優勝を成し遂げた。同種目を含め男

西日本選手権チームSP大会新記録で働 女12種目で争われた同大会では、ほか

にスプリント、1kmTT、3kmIP、4kmIP、スクラッチレース、女子チームスプリン

トなど計9種目で優勝.3種目で準優勝をはたすと共に、合計で30の入賞

数を数え大いに大会を盛り上げた。

巨豆コ 東海学生卓球春季リーグ男子団体準優勝、女子団体準優勝

I ~J li I東海学生剣道選手権大会女子個人準優勝 山添明日香(法2年長崎)

I *':17'ヨ 東海学生春季リーグ戦 優勝、関西学生春季1)_~ 3位
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2012年度学校法人朝日大学事業報告及び決算が5月23日(木)開催の理事会で

承認され、同日開催の評議員会に意見を求めたところ全会一致で承認された。

2012年度事業報告及び決算は以下のとおり。

事業報告

I 学生募集

2013年度学生募集は歯学部、歯科衛生士専門学校を徐き、募集定員を確保す

ることはできなかった。低迷が続く学部・学科については、組織改編を行うこととした。

E 教育の震の向上

法学部においては、2011年度に学生の進路目標に応じた履修モデルの編成を

柱に改正したカリキュラムの着実な実行を、また、経営学部においては、社会・時代

の要請に応じたカリキユラム改正を進め、さらには公認会計士や税理士をめざす学

生の夢の実現のため会計教育の充実をはかった。歯学部においては、「高度な臨

床能力を身につけた歯科医師Jの養成のため臨床教育の強化をはかり、このこと
が国家試験の合格率向上につながった。

E 体育会の育成強化
2012年「ぎふ清流国体」では、体育会学生がそれぞれの出身地代表として活

躍し、朝日大学の名を全国に知らしめた。本学の教育の基本精神にのっとり、法令

遵守の徹底や人格形成のための教育にカを入れ文武両道の実践に努めた。

N 就職対策

学生の就職環境も一段と厳しさを増した1年であったが、本学は企業説明会の

開催、協力企業を対象として毎年行っている「講演と懇親の会Jや「就職セミ
ナーJの開催、就職対策講座の実施、個人面談の実施、インターンシップなど学生
に対して個別の就職指導を徹底して行うことで、全国トップクラスの就職内定率

97.7%を達成することができた。

V 組織改編等

時代の変化・社会の要請に対応するため新しく保健医療学部看護学科を2014

年度から開設すべく準備を進めている。18歳人口の劇的な回復が望めない状況

の中、「選ばれる大学」となるための組織づくりに全学を挙げて取り組む。

羽地域社会との連携

法学部では、20ω年度から岐阜県弁護士会と協力して行っている「法教育に関

するシンポジウム」ゃ地元中学生を対象とした「ジュニアロースクール」などを継続し

て実施した。また、公開講座の開催、市民相談室の充実、弁護士会・経済団体・医

師会・歯科医師会等との連携を通じて地域社会との緊密な連携をはかった。

2012年4月からは、岐阜県高等学校商業校長会との逮携により会計教育の充

実剖劫、ることに着手した。近い将来、現役学生の中から公認会計士試験合格者

の出現を強く期待している。

W 活発な国際交流の堅持

歯学部では、米国、メキシコ、中園、イタリア、フィンランドの5か国(8大学)との聞

で、学生の短期海外研修派遣による交流を実施し無事終了した。また、法学部、経

営学部もUCLA、オーストラリアのCQ大学に語学研修や異文化体験などの目的で
学生を派遣した。事前教育(英会話の事前指導、派遣園の歴史・風土の調査等)

の徹底など海外派遣支援プログラムをより実効あるものとし、国際未来社会で活躍

し得る学生の育成に努めた。

vm 教育後援会、同窓会との連携
本学卒業生の活躍を支援するため、同窓会との連携強化をはかり同窓会活動

に対する支援を行った。また、在学生の修学支援や生活支援について保護者との

連携を強化するため、法学部、経営学部では、4月に新入生の父母との懇談を、6月

には在学生父母との懇談を実施した。また、在学生や卒業生の多い名古屋をはじ

め、大阪、福岡、沖縄等でも現地で教育懇談会を開催した。一方、歯学部において

は、毎年、全国各地で開催している教育後援会支部懇談会を百|き続き開催した。

これら懇談会等に学長、国j学長、学部長等が積極的に参加した。

Jl{ 施設・設備の充実

本学では、2009年度までにすべての建物の耐震診断を終え、年次計画に基づい

て2010年度は3号館講義棟及び同実験棟、2011年度にはl号館講義棟の耐震工事

を実施した。また、2012年度は、2号館及び10周年記念館の耐震工事を完了した。

附属病院については、歯学部学生の臨床力の強化及び患者サービスの向上並

びに教育研究環境整備の一環として建替えに向けての検討をしている。

X 医療を通じた社会貢献

附属病院、PDI岐阜歯科診療所及び附属村上記念病院は、地域住民の方々

の健康の維持・増進のため2012年度も全力を挙げた。村上記念病院西館(人間

ドック)の完成フル稼働、PDI岐阜歯科診療所の訪問診療の開始など本学の3医

療機関は、地域の医療拠点として十分その役割をはたした。

XI 堅実な資産運用等
本学では、学納金、医療収入の安定的かつ着実な確保をめざしているが、これ

に加え資産運用及ぴ収益事業で得た収益を一般会計に繰り入れ、教育・研究及

び医療のさらなる充実をはかった。

第42期決算報告書(2012年度)

資金収支計算書 単位:円

収入の都 支出の部

学生生徒等納付金収入 3，804，814，230 人件費支出 7，311，936，726 

手数料収入 45，790，930 教育研究経費支出 5，878，830，647 

寄得金収入 13，920，∞o 教育研究経費支出 2，206β96，277 

補助金収入 544，706，420 医療経費支出 3，671，934，370 

資産運用収入 4，637，055，784 管理経費支出 605，212，884 

資産売却収入 11，470，665，771 施設関係支出 445，588，196 

事業収入 225，514，737 設備関係支出 923，129，695 

医療収入 8，875，513，754 資産運用支出 21，754，809，849 

雑収入 162，706，993 その他の支出 7β09，667，115 

前受金収入 516，835.420 
その他の収入 15，878，371，559 

資金収入調整勘定 ム2，048.467，129資金支出飼整勘定 ム723，377，980

前年度繰越支払資金 10，245，729，859 次年度繰越支払資金 10，367，361，196 

収入の都合計 54，373，158，328 支出の部合計 54，373，158，328 

消費収支計算書 単位:円

消費収入の部 消費支出の部

学生生徒等納付金 3，804，814，230 人件費 7，435，986，556 

手数料 45，790，930 教育研究経費 6，792，112，093 

寄付金 28，744，448 教育研究経費 2，905，038，683 

補助金 544，706，420 医療経費 3，887，073，410 

資産運用収入 4，637，055，784 管理経費 614，083，321 

資産売却差額 48，243，975 資産処分差額 1，833，193，369 

事業収入 225，514，737 徴収不能額 9，829，500 

医療収入 8，875，513，754 徴収不能引当金繰入額 12，036，160 

雑収入 162，706，993 

帰属収入の部合計 18，373，091，271 

基本金組入額 ム8，238，960，841 

消費収入の部合E十 10，134，130.430 消費支出の部合計l16，697，240，999 
当年度消費収入超過額lム6，563，110，569 
前年直鎚翻費臥醐額1 9，585，46 1，568 
翌年雄高島官費臥醐額1 3，022，350，999 

貸借対照表 2013年3月31日単位:円

資産の都 負債の部

固定資産 129，619，577，076 固定負債 4，349，243，834 

有形固定資産 25，443，584，039 退職給与引当金 4，349，243，834 

土地 1 1，435，087，689 流動負債 1，389，似4，046

建物 8，693，482，694 未払金 764，133.238 
構築物 409，010，908 前受金 529，141，220 

教研機器 1，540，131，617 預り金 95，769，588 

その他機器 46，357，963 負債の部合計 5，738.287，880 
図書 3，317β67，773 

その他 1，645，395 

その他固定資産 104，175，993，037 

有価証券 6，976，301，303 基本金の都

収益事業元入金 4，1 16，902，849 第 1号基本金 43，240，366，651 

第2号基本金引当資産 12，000，000，∞o 第2号基本金 12，000，000，000 

第3号基本金目|当資産 76，607，500，∞o 第3号基本金 76，607，500，000 

退磯給与引当特定資産 4，349，243，834 第4号基本金 1，000，000，000 

その他 126，045，051 基本金の都合計 I 132，847，866，651 
涜動資産 1 1，988，928.454 

現金・預金 10，367，361，196 

未収入金 1，428β32，515 

貯蔵品 128，688，269 消費収支差額の節

短期貸付金 9，482，503 翌年亜細消買臥醐額 33，609，211，118 

その他 55，363，971 消費収支差額の部合計 3，022，350，999 

資産の部合計 141，608，505，530 消費収支差額の部合計 141，608，505，530 

※詳細は、本学webサイト(h仕pJ/www.asahi-u.ac.jp/inf/fjigyou.html)をご覧ください。
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